
釈
道
安
に
見
る
仏
教
と
戦
争

ｏ
平
和
の
問
題

―
前
秦
王
荷
堅
と
の
関
係
を
中
心
に
―

武
蔵
野
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
研
究
員

多

田

修

序

前
秦
王

・
荷
堅

（三
二
八
～
三
八
五
）
は
華
北
を
統

一
し
、
さ
ら
に
天
下
統

一
を
目
指
し
江
南
の
東
晋

へ
の
遠
征
を
企
て
た
。

群
臣
や
道
安

（三

一
二
～
三
八
五
）
が
そ
れ
に
反
対
し
た
も
の
の
荷
堅
は
強
行
し
、
肥
水
の
戦
い

（三
八
三
年
）
に
敗
れ
た
。
こ

の
時
の
道
安
の
諫
言
が
、
仏
教
の
教
義
に
も
と
づ
く
も
の
で
な
い
こ
と
は
、
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
Ψ

し
か
し
、
そ
の
理
由
に

つ
い
て
の
考
察
は
、
管
見
で
は
確
認
で
き
な
い
。
そ
こ
で
、
東
晋
と
の
戦
い
に
道
安
が
反
対
し
た
理
由
と
そ
の
論
拠
に
つ
い
て
検

討
す
る
。

釈
道
安
に
見
る
仏
教
と
戦
争

・
平
和
の
問
題
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釈
道
安
に
見
る
仏
教
と
戦
争

。
平
和

の
問
題

一
、
道
安
か
ら
荷
堅

へ
の
諫
言
の
内
容

道
安
が
荷
堅
に
、
東
晋
遠
征
を
実
施
し
な
い
よ
う
申
し
入
れ
た
こ
と
は
、
い
く

つ
か
の
史
料
に
見
え
る
。
そ
の
う
ち
、
『出
三

蔵
記
集
』
『高
僧
伝
』
翌
日
書
』
が
主
要
な
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
に
は
、
以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
る
。

『出
三
蔵
記
集
』
巻

一
五

初
二堅
、
承
”
石
氏
之
乱
一′至
け
是

一民
戸
殷
富

り
．ブ
四
方
略

ンテ
定
π
。
唯
有
刊
東
南
ノ
一
隅
／
ミ
未
ロ
モ
ノ
能
ハ抗

ンテ
服
■
７
。
堅
、
毎
障

与
‐、侍
臣

談
話
レ
ル未
雌
嘗
す不
μ
コト
欲
」
平
＝
一
セ
ー
江
左
″
欲
耐
以
霊
日
帝
″
為
，僕
射
＋
謝
安
フ
為
ザ
ト
侍
中
肝
。
堅
／
弟
ノ
平
陽
公
融
卜
及

に
朝
臣
／
石
越
卜
原
紹
、
並
Ｌ
二切
諫
ス
ル
モ終
二
不
レ能
い
廻
ス
ル
下
。
紹
以
サ
安
ヵ
為
」堅
ノ
所
ウ
ル
多
敬
信
セ
乃
千
共
二請
ヒ
テ
日
ク
「主
上
（将
レ〓―二

有
”
女́
事

東
南

τ

公
、
何
ッ
能
ク
不
τ
為
一
蒼
生
ノ
故
三

〓
弓
耶
」
。
だ
ミ

堅
、
出
奪
東
苑
二命
Ｌ
安

．昇
噂
賛
．一同
載
セ
ンｔ

僕

射
権
翼
、
諫
メ
テ
曰
ク
「臣
聞
ク
、
天
子
ノ
法
駕
ハ侍
中
陪
乗
ス
ル‥

道
安
（毀
”
形
フ
、
寧
ッ
可
１
参
厠
ンテ
乗
げ
輿
．ご
。
堅
、
慎
然
ト
ンテ

作
Ｌ
色
フ
日
ク
「安
公
ノ道
徳
ハ可
」尊
フ
。
朕
、
将
け
挙
ｔ
天
下
，
不
レ易
へ。
雖
一
輿
賛
之
栄
‐、乃
千
是
レ為
一
其
ノ臭
腐

耳
」
。
即
チ
勅

Ｌ
翼

．扶
噂
之
フ
而
登
”
ス輿
．も

俄

．而
顧
ミ謂
一
安
公
二
日
ク

「朕
、
将
障
与
叫
公
南

ンテ遊
ｔ
呉
越
二整
三
ハ
師
フ
而
巡
狩
ン防
！
会
稽
二而

観
恒
卜
治
海
Ｐ
。
不

亦
楽
ち
フ乎
」
。
安
、
対
′、テ
日
ク
「檀
越
（応
Ｌ
天
二御
」
世
フ
有
刊
八
州
之
富

。
居
〓
中
土
一
而
制
・一四
海
ヮ
宜
」

棲
，神
フ
無
為
〓与
‐、尭

。
舜

比
Ｆ
隆
フ
。
今
欲
」
以
サ
百
萬
之
衆
″求
町
卜
厭
ノ
田
ノ
下
下
之
土
レ
。
且
ッ東
南
ノ
地
ハ卑
ぅ
気
ハ属
る

土日
、

舜

。
高
（遊
丁而
不
レ
反
‥

秦
皇
ハ適
テ
而
弗
」帰
‘

以
，
貧
道
″
観
∵
之
フ
非
１
愚
心
／
所
西
同
ス
ル
也
。
平
陽
公
ハ認
戚
十
り
、
石
越
ハ

重
臣
十
り
ｏ
並
Ｌ
二謂
ィ
不
可
‐、、
猶
尚
ホ
見
け拒
ム
コｌ
ｏ
貧
道
ハ軽
浅

丁
二
百
（必
ンモ
不
け
ル
モ允
既

．荷
ｔ
厚
遇
ッ敢
，不
”
ン
尽
け
誠
フ
耳
」
。
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堅
日
ク
「非
け
ル
為
一
地
不
レ
広
ヵ
ラ
民
不
μヵ
足
”
治
ム
ル
ニ
也
。
将
町
簡
ル
天
心
フ
明
情
ヵ
二
大
運
ノ
所
″
在
ル
耳
。
順
■
時

．巡
狩
ス
ル
ハ
亦
著

，
前
典
ξ

若
す
如
来
′
一弓
則
チ
帝
王
無
一
省
い方
フ
之
文

乎
」
。
安
日
ク
「若

量́
駕
必
ス
動
ク
十
ス
可
じ
暫
ク
幸
ｔ
洛
陽
二抗
け威
フ畜

レヘ鋭
ラ
伝
惇
檄
フ
江
南
に
。
如
ン其
レ
不
レ′、服
セ
伐
け
之
ヲ
未
レ晩
ご
。
堅
不
レ
従
ハ。
遂

遁
場

ァ平
陽
公
融
等
，精
鋭
二
十
五
萬
フ
為
・一前
鋒
‐、、

堅
ハ翡
ラ
率
一
歩
騎
六
十
萬
ヮ
到
ルｏ
頃
≠
晋
ハ注場

プ征
虜
将
軍
謝
石

。
徐
州
刺
史
謝
玄
フ
拒
』
之
フ
。
堅
′
軍
ハ大
二崩
ルｏ
並日
軍
還
リ
テ

逐
”
ル
Ｔ
北
へ
〓
一十
余
里
。
死
者
相
枕
ス。
融
バ馬
倒
レ
隕
」首
フ
。
堅
ハ単
騎
．Ｊ
テ
而
遁
ル。
如
い
所
叫ヵ
諫
メ
焉
。
。

『高
僧
伝
』
巻
五

「釈
道
安
」

初
二堅
、
承
″
石
氏
之
乱
ヮ
至
け
是
二民
戸
殷
富
．り
．′
四
方
略
‘
定
マルｏ
東
（極
”
治
海
フ
西
ハ併
ｔ
亀
姦
ヮ南
ハ荀
〓襄
陽
フ北
（
尽
″
沙
漠

フ
。
唯
建
業
′
一
隅
‘
未
し能
ハ抗
伏
子
―
。
堅
、
毎
」
与
‐‐、侍
臣

談
話
・・スル未
降
嘗
テ
不
」
コト
欲
雌
平
上

／江
左
フ
以
霊
日
帝
フ
為
↓僕
射

‐、謝
安
ヮ
為
守
卜
侍
中
い
。
堅
ノ弟
ノ
平
陽
公
融
卜
及
ヒ朝
臣
／
石
越
卜
原
紹
等
、
並
Ｌ
二切
諫
ス
ル
モ
終
二不
レ能
レ′、廻
ス
ル
ー
。
衆
ハ
以
サ
安
ヵ
為

」堅
ノ所
”
ル
ｇ
信
敬
ｔ
乃
チ
共
二請
に
テ
曰
ク
「主
上
ハ将
レ有
』
ント
事

東
南

〓

公
、
何
ッ
不
τ
能
降
為

一蒼
生
″致
惇
コニ

き
Ｆ
耶
」
。
ｒ
■

堅
、
出
奪
東
苑
二命
Ｌ
安
二升
写
禁

一同
載
セ
ンな

僕
射
権
翼
、
諫
メ
ア日
ク
「臣
聞
ク
、
天
子
ノ法
駕
（侍
中
陪
乗
ス
ルー

道
安
ハ毀
け

形
フ
、
寧
ソ
可
一
ャ
参
厠
ご
。
堅
、
勃
然
ト
ンテ
作
Ｌ
色
フ
日
ク
「安
公
ノ
道
徳
（
可
」
尊
フ。
朕
以
〓
ｆ
天
下
フ
不
レ
易
（。
輿
禁
之
栄
、

未
レ称
ｔ
其
ノ徳

ご
。
即
チ
勅
孝
僕
射
一一扶
Ｌ
安
フ
登
」禁

τ

俄
二
而
顧
ミ
謂
」
安

一日
ク
「朕
、
将
」
与
レ‐、公
南
‘
遊
■
呉
越
二整
三
ハ
師
フ

而
巡
狩
ン渉
じ
会
稽
二以
テ
観
性
卜
治
海
Ｐ
。
不

亦
楽
ち
ラ
乎
」
。
安
、
対
ベテ
日
ク
「陛
下
（応
Ｌ
天

．御
」
世
フ
、
有
り
八
州
之
貢
富

。

居
〓
中
土
二
而
制
・シ四
海
プ
、
宜
じ
棲
，
神
フ
無
為
二与
卦
尭

。
舜

比
″
隆
ソ。
今
欲
」
以
一
百
萬
之
師
フ
求
崎
卜
厭
／
田
ノ
下
下
之
上
Ｐ
。

且
ッ東
南
／
区
地
ハ、
地
（卑

ンク
気
（肩

‘

土日
、
舜

・
高
（遊
テ
而
不
し
反
く

秦
皇
ハ適
テ
而
不
レ帰
る

以
，
貧
道
フ
観
雌
之
フ
、
非
寸

愚
心
ノ
所
」
同
ス
ル也
。
平
陽
公
ハ認
戚
十
り
、
石
越
（重
臣
十
り
Ｏ
並
に二
謂
ィ
不
可
＋
、
猶
尚
ホ
見

拒̈
ム
コ与
Ｏ
貧
道
ハ軽
浅

Ｊ
二
面
（必

釈
道
安

に
見
る
仏
教
と
戦
争

。
平
和

の
問
題
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釈
道
安
に
見
る
仏
教
と
戦
争
。
平
和
の
問
題

‘
不
耐
ル
モ
允
、
既
二荷
″
厚
遇
フ
故
二
尽
一
丹
誠
ゥ
耳
」
。
堅
曰
ヶ
「非
耐
ル為
．一地
不
レ広
ヵ
ラ
民
不
”
ヵ
足
”
治
ム
ル
ニ
也
。
将
】
ン簡
↓
天
心
ッ
明

悼
カ
ニ大
運
ノ
所
仲
在
ル
耳
。
順
■
時

．巡
狩
ス
ル
（
亦
著
ハル前
典
■

若
す
如
来
ノ
一弓
則
チ
帝
王
無
一
省
い方
フ
之
文

乎
」
。
安
曰
ク
「若

ン量
駕
必
ス
動
ク
ナ
ス

可
レ
先
ッ
幸
〓
洛
陽
二枕
写
威
フ
蓄
い
鋭
フ
伝
惇
檄
フ
江
南
に
。
如
ン其
レ
不
レノ、服
セ
伐
け
之
フ
未
レ
晩
ご
。
堅
不
レ
従
ハ。

遣
喜
平
陽
公
融
等
フ精
鋭
二
十
五
萬
フ
為
・ル前
鋒
‐、堅
ハ翡
フ率
，
歩
騎
六
十
萬
フ
到
ルｏ
頃
≠
晋
（漁碍
テ
征
虜
将
軍
謝
石

。
徐
州
刺
史

謝
玄
フ
拒
』
之
フ
。
堅
ノ
前
軍
（大
二潰
一於
八
公
ノ
西

τ

並日
軍
逐
し′クル
子
北
（
〓
一十
余
里
。
死
者
相
枕
ス。
融
（馬
倒
レ
殖
」
首
フ
。
堅
ハ

単
騎

リ
テ
而
遁
ルＯ
如
」
所
叫
ヵ諫
メ
焉
。
Ｇ

『晋
書
』
巻

一
一
四

「載
記

一
四

・
荷
堅

・
下
」

済
■
於
東
苑

て

命
一沙
門
道
安

一同
禁
フ
。
権
翼
諫
メ
テ
曰
ク
「臣
聞
ク
、
天
子
法
駕
、
侍
中
陪
乗
ス
ル‥

清
道
≠
而
行
ス、
進
止
二有

］
度
。
三
代
／
末
主
、
或
ハ店
一
大
し
二倫
フ
、
適
二

時
之
情
ｉ

童
見
フ
釜
いヲ
来
世
．τ

故
二
班
姫
ハ辞
」
賛
ヮ
、
垂
叫
コ
ト
美
フ
無
」
窮
り
。

道
安
ハ毀
”
形
ブ
賤
士
十
り
、
不
レ宜
考
参
≠
械
ッ神
輿
ご
。
堅
作
鮮
色
フ
日
ク
「安
公
ノ道
（冥
ト
ンテ
至
］
境
．．

徳
（為
一時
ノ尊
＋
。
朕
、

挙
，
ト
モ
天
下
之
重
フ、
未
レ
足
，
以
易
眸
ル
ニ之
．ち

非
ネ
公
二与
三
賛
之
栄
ヮ
、
此
乃
チ
朕
之
顕
也
」
。
命
ス
翼
二扶
ψ
ブ安
ヲ
升
ロ
フ賛
一ヽ
顧
ミ

謂
け
安
二
日
ク
「朕
、
将
障
与
し‐、公
南
‘
済
ｔ
呉
越

．整
（六
師
ゥ
而
巡
狩

′、
謁
〓
虞
陵
フ
於
疑
嶺
、

謄
サ
高
穴
フ
於
会
稽

、

乏
一
長
江
く

臨
写
卜
治
海
卜
、
不

・亦
楽
ち
ラ
乎
」
。
安
日
ク
「陛
下
ハ応
Ｌ
天
二御
」
世
ヲ
、
居
≡
中
土
二而
制
一
四
維
フ
。
逍
邊
ト
ンテ
順
い
ハ時
．マ

以

テ
適
ｔ
聖
射
く

動
キ
テ
ハ
則
チ
鳴
‘
壼
ブ
清
道

、

止
リ
テ
（
則
チ
神
フ
栖
；
無
為
ｉ

端
供
≠
而
化

ン、
与
‐、尭

・
舜

比
”
隆
ヮ
、
何
ノ
為
】

労
写
身
フ
於
馳
”
騎
ブ
、
口
．倦
〓
於
経
略
フ、
櫛
］
風
二沐
」
雨
一ヽ

蒙
叫
塵
ッ
野
次
号
卜
乎
。
且
ッ東
南
ノ
区
区
ハ、
地
ハ
下
／気
病
．ラ
ζ

虞
舜
ハ済

′テ
而
不
レ
返
く

大
高
（適
ヒ
チ
而
弗
レ帰
く

何
ッ
足
障
ン
ヤ
以
ァ上

ス
労
孝
神
駕
ブ
、
下
．ス
困
惇
ス
ニ蒼
生
レ
。
詩
二
云
ク
『恵
ｔ
テ

此
ノ
中
国
ξ

以
チ
綾
ｔ
ョ
四
方
己
。
荀
ク
モ文
徳
足
Ｉ
以
′懐
″
ル
こ
遂
ブ
、
可
」
不
Ｌ
煩
■
寸
兵
ヮ
而
坐
／テ賓
惇
百
越
ど
。
堅
曰
ク
「非
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¨
為
一地
不
レ広
ヵ
ラ
、
人
不
”ヵ
足
フ也
。
但
思
ロ
ノ
ミ混
上

シ
テ
六
合
フ、
以
テ済
怪
ン
ト蒼
生

・」フ。
天
ノ
生
・云
〔ク
ノ庶
ヮ
、
樹
れ
之
君
フ者
、
所

以
ハ除
時
煩
フ
去
叫
十
り
乱
ヲ
０
安
ン
ツ
得
”ャ
憚
叫
フ
労
フ
。
朕
ハ
既
二大
運
ノ
所
け
り
鍾
ル
、
将
隊
簡
，
天
心
フ
以
ブ行
惇
卜
天
罰
け
。
高
辛
ハ有
り
熊
泉

之
役

、
唐
尭
（有
刊
丹
水
之
師

、
此
レ皆
著
ハル
之
前
典

ぢ

昭
；
之
ヮ
後
ノ
王
Ъ

誠
二如
一
ハ公
′
善弓
、
帝
王
．猛
学
省
」方
フ
之
文

乎
。

且
ッ朕
ヵ
此
′
行
也
、
以
し́テ
義
フ
挙
ル
耳
。
使
Ｍ
ル
ハ流
度
ノ
衣
冠
之
冑
フ
、
湮号
其
／
墟
墳
ｉ

復
帳
其
ノ
桑
梓
に
、
止
為
一
り
済
」
難
ヲ
鐙
て
カ

才
フ
、
不
レ欲
一窮
］兵
フ極
μ
ル
フ武
フ」
。
安
日
ク
「若
シ
壼
駕
必
ス欲
ス
ト
モ親
ク
動
ζ
、

猶
ホ
不
レ
願

遠^
ク
渉
ユ
フ
江

。
淮
ヮ
、
可
レ
暫
ク
幸

孝
洛
陽
く

明
二授
″
勝
略
夕
、
馳
吐
紙
フ檄
ル
於
丹
楊
■

開
〕
其
ノ改
」
ル迷
ヲ
之
路
レ
。
如

ン其
レ
不
」
（庭

、

伐
リ
モ之
フ
可
也
」
。
堅
ハ
不

レ納
メ
０
先
」
是
ョ
リ
、
群
臣
以
，
堅
／
信
１
重
ス
ル
フ
道
安
フ
、
請
Ｌ
安
二
日
ク
「主
上
ハ欲
」有
て
卜
事

於
東
南
一ヽ

公
、
何
ソ
不
町
為
一蒼

生
フ致
里

詈
屁
也
」
。
故
二安
、
因
け
此
二
而
諫
ム
ｏ
荷
融
及
ビ
尚
書
原
紹
、
石
越
等
ハ上
単
書
面
フ
諫
ム
コト
前
後
数
十
、
堅
ハ終
一一不
レ

従
ハ。
‐′‐

荷
堅
の
東
晋
遠
征
に
道
安
が
反
対
し
た
理
由
と
、
そ
れ
に
対
す
る
荷
堅
の
反
論
を
要
約
す
る
と
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

◎
道
安
が
荷
堅
の
遠
征
に
反
対
し
た
理
由

・
す
で
に
広
大
な
領
域
を
有
し
て
い
る
。

。
東
南
の
地
は
良
い
と
こ
ろ
で
は
な
く
、
舜

。
高
、
そ
し
て
秦
の
始
皇
帝
も
生
還
し
な
か

つ
た
，

。
荷
融

（荷
堅
の
弟
）
や
重
臣
も
反
対
し
て
い
る
。
翁
出
三
蔵
記
集
』
『高
僧
伝
』
の
み
記
載
）

。
遠
征
は
国
力
を
疲
弊
さ
せ
る
こ
と
に
な
り
、
徳
を
も

つ
て
す
れ
ば
武
力
を
用
い
る
こ
と
な
く
従
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
？

そ
の
際
、
『詩
経
』
を
引
用
す
る
，

（翌
日
書
』
の
み
記
載
）

◎
荷
堅
に
よ
る
反
論

釈
道
安
に
見
る
仏
教
と
戦
争
。
平
和
の
問
題
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釈
道
安
に
見
る
仏
教
と
戦
争

・
平
和
の
問
題

・
土
地
や
国
民
が
不
足
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
天
の
心
や
運
気
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
で
あ
る
。

・
天
下
を
統

一
し
て
民
を
救
う
た
め
で
あ
り
で

労
は
厭
わ
な

い
。
天
罰
を
行
う
Ｄ
の
で
あ
る
。
今
回
の
遠
征
は
、
江
南

へ
流

れ
た
高
官
た
ち
を
故
郷

へ
帰
し
、
困
難
か
ら
救

っ
て
任
用
す
る
た
め

の
義
挙
で
あ
り
、
武
力
を
欲
し
て
い
る
の
で
は
な

い
。

名
晋
書
』

の
み
記
載
）

。
響

（高
辛
）
や
尭

の
戦

い
は
古
典
に
見
え
る
ｍ
。

（翌
日
書
』

の
み
記
載
）

。
時
機
に
し
た
が

っ
て
巡
狩

（帝
王
が
諸
国
を
視
察
す
る
こ
と
）
す
る
の
は
古
典
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
Ш
。
仏

の
言
葉
に
は
帝

王
が
国
を
視
察
す
る
こ
と
は
な

い
の
か
。

鳥
出
三
蔵
記
集
』
『高
僧
伝
』

の
み
記
載
。
フ
日
書
』
で
は

「如
来

の
言
」
で
は
な

く

「公
の
言
」
と
記
す
）

こ
れ
ら
に
よ
る
限
り
、
道
安
は
仏
典
を
引
用
し
て
い
な

い
。

二
、
仏
図
澄
に
よ
る
石
勒

。
石
虎

へ
の
諫
言

道
安
に
よ
る
荷
堅

へ
の
諫
言
は
、
道
安
の
師
で
あ
る
仏
図
澄

（
二
三
二
～
三
四
八
）
に
よ
る
後
趙
王

。
石
勒
そ
し
て
石
虎

へ
の

諫
言
に
類
似
す
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
ｕ
。

『高
僧
伝
』
巻
九

「竺
仏
図
澄
」

澄
因
ブ而
諫
テ
曰
ク
。
「夫
レ
王
者
／
徳
化
沿
ψ
ン
ハ於
宇
内

て

則
チ
四
霊
表
は
瑞
フ
。
政
弊
十
Ｌ
（
道
消
へ則
チ
彗
李
見
一
於
上
．■

恒
一一象
ッ
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著
見

ンテ
休
咎
随

ブ行
ス
ル
ｏ
斯
レ
辺
チ
古
今
之
常
十
ル徴
、
天
人
之
明
誠
十
り
」
ｏ
勒
ヽ
甚
″
悦
”
之
フ
。
凡
ッ
応
叶
被
¨
誅
セ
余
残
く

蒙
れ
其
／

益
フ
者
、
十
二有
刊
八
九

。
於
け
是
一一中
州
／
胡

。
晋
、
ぼ
鴫
皆
奉
」
仏
フ
。
田

『高
僧
伝
』
巻
九

「竺
仏
図
澄
」

後

五
日
軍
出
，
淮
洒
フ
、
朧
比
ノ
凡
城
皆
十
被
，
侵
逼
ｔ
。
三
方
告
け
急
フ
、
人
情
危
擾
ス
。
虎
乃
子
唄
リ
テ
日
ク
、
「吾
之
奉
］
仏
フ
供
」
僧
フ
。

而
モ
更
二致
豫
外
寇
フ
。
仏

症
お
神
実
」
。
澄
明
旦
早
ク
入
ル
ｏ
虎
以
け
事
ヮ
問
〕
澄

Ъ

澄
因
リ
テ
諫
写
虎
フ
日
ク
、
「
王
過
去
世

．経
”
り
為

リ
コ
与
大
商
主

。
至
―
厨
賓
寺
一ヽ

嘗
テ
供
，
大
会
フ
。
中

一有
り
六
十
ノ
羅
漢

。
吾
ヵ
此
ノ
微
身
モ
亦
ク
預
，
斯
ノ
△
至
０
時
二得
道
人
謂
け

五
７
日
ク
、
『
此
ノ
主
人
命
尽
十
ハ当
」
受
″
鶏
身
″
後
．．王
憎
ル
晋
地
Ｌ
。
今
王
ハ為
］
王
、
豊
非
劇
ル福
二
耶
。
彊
場
ノ
軍
寇
ハ
国
之
常
十
ル
耳
。

何
為
ソ
怨
「
謗

′
〓
一宝
フ
夜
二
興
寸
毒
念
″
乎
」
。
虎

洒

，
信
悟

≠
脆
キ
テ
而
謝
ス
焉
。
虎
常

．問
”
澄

、

「仏
法
（
云
何
」
。
澄
日
ク
、
「仏

法

ス
不
レ
殺
サ
」
。
「朕
為
刊
天
下
之
主

。
非
ィ

（刑
殺
１

．猛
旬
以
テ
粛
１
清
ス
ル海
内
フ
。
既
二違
」
戒
二
殺
生
ス
。
雖
一
復
ク
事
〆
卜
仏
二証

ソ
獲
”
福
ヮ
耶
」
。
澄
日
ク
、
「帝

王
之
事
Ｌ
ャ
仏
．、

当
し
在
日
心
体
恭

ぅ
心
順
Ｌ
テ
顕
「
暢
三

一宝
フ
不
レ
為
サ
暴
虐
ヮ
不
唯
害
性
無
事
レ
。

至
弓

ハ於
凶
愚
無
頼

一非
ス
化
ノ
所

」
遷
ス
。
有
」
（
罪
不
」
得
レ
不
叫
フ
殺
サ
。
有
」
（
悪
不
レ
得
レ
不
叫
フ
刑
セ
。
但
当
■
殺
」
可
」
フ
殺
ス
刑
】
可

叶
ヲ
刑
ス
耳
。
若
ン暴
虐
恣
意

ｙ
，
殺
１
害
七
（非

レサ
ル
ツ
罪

マ

雖
．
復
ク
傾
”
財
フ
事
ｒ
卜
法

症
鍔
解
七

卜
残
禍

。
願
ク
（陛
下
、
省
叶
欲
フ
興
」

慈
ブ
、
広
ク
及
哄

一
切

則
チ
仏
教
永
ク
隆
‘

チ
福
詐
方
．一遠
ヵ
ラ
ビ
。
虎
雖
」
不
叫
能
′、尽
ク
従
ζ
、

而
為
は
コ
ト
益
ヲ
不
レ
少
十
力
‥

口

仏
図
澄
は
、
石
勒
に
対
し
徳
を
も

つ
て
治
め
る
こ
と
の
利
益
を
説
く
。
そ
し
て
、
石
虎
が
王
で
あ
る
理
由
を
輪
廻
に
よ

つ
て
示

し
、
統
治

の
あ
り
方
を
仏
教
に
結
び

つ
け
て
論
じ
、
無
事

の
者
を
殺
害
す
る
こ
と
を
戒
め
て
い
る
。

徳
に
よ

つ
て
統
治
す
る
こ
と
を
説
く
の
は
、
先

の
道
安

の
言
葉
と
共
通
す
る
。
し
か
し
、
仏
図
澄
は
そ
れ
を
仏
教
と
結
び

つ
け

て
語
る
が
、
道
安
は
仏
教
と
関
連
づ
け
る
様
子
が
な

い
。

釈
道
安
に
見
る
仏
教
と
戦
争

・
平
和
の
問
題
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釈
道
安
に
見
る
仏
教
と
戦
争

・
平
和
の
問
題

三
、

『
道
安
録
』
所
載
の
経
典
の
説
と
重
臣
の
主
張

道
安
が
編
纂
し
た
経
典
目
録

『綜
理
衆
経
目
録
』
翁
道
安
録
し

は
現
存
し
な
い
が
、
『出
三
蔵
記
集
』
に
引
用
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
記
述
を
手
が
か
り
と
し
て
、
道
安
の
時
代
に
存
在
し
た
経
典
の
中
に
、
荷
堅

へ
の
諫
言
の
根
拠
と
な
り
う
る
も
の
が
な
か

っ

た
か
ど
う
か
、
検
討
す
る
。

小
乗
涅
槃
経
に
は
、
阿
閣
世
が
ヴ

ァ
ッ
ジ
族
を
伐

つ
こ
と
を
企
て
た
が
、
釈
尊
が
そ
れ
を
止
め
た
と
い
う
説
話
が
あ
る
。
『出

三
蔵
記
集
』
の
記
述
か
ら
、
『道
安
録
』
に
支
謙
訳

『大
般
泥
恒
経
』
が
掲
載
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

『出
三
蔵
記
集
』
巻
二

「新
集
経
論
録
第

一
」

大
般
泥
恒
経
二
巻
私
論
瑞
臨

…

（中
略
）
…

右
三
十
六
部
。
四
十
八
巻
。
魏
文
帝
時
。
支
謙
以
呉
主
孫
権
黄
武
初
至
孫
亮
建
興
中
所
訳
出

¨

現
存
の
失
訳

『般
泥
恒
経
』
ま
た
は
白
法
祖
訳

『仏
般
泥
涯
経
』
を
支
謙
訳
と
す
る
説
が
あ
る
ｍ
。
両
者
と
も
文
言
は
似
て
お
り
、

阿
閣
世
が
ヴ

ァ
ッ
ジ

（越
祇
）
族
を
伐

つ
の
を
釈
尊
が
止
め
た
と
説
く
。

白
法
祖
訳

『仏
般
泥
恒
経
』
巻
上

時
．．摩
場
国
王
、
号
単
名
ψ
阿
閣
世
朴
。
与
卦
越
祇
国

不

相
ヒ
得
ｔ
、
欲
一
往
キ
テ
伐
弓
卜
之
フ
。
自
ラ
与
‐‐、群
臣

土
全
議
ス、
「越
祇
国

ハ富
十
り
、
人
民
ハ熾
盛
．ラ
て

多
ク
出
↓
珍
宝
フ
、
不
レ
首
１
伏
セ
於
我
■

寧
ソ
可
噂
起
け
兵
フ
伐
帽
其
ノ
国
ど
。
国
二有
刊
賢
公

。
公
ノ
名
ハ
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雨
舎
。
雨
舎
公
者
、
逝
心
種
也
。
公
言
ク
「唯
命
セ
ョ」
。
王
告
‘
雨
舎
公

三
百
ク
、
「仏
去
け
コト
是
フ
不
レ遠
ヵ
ラ０
若
持
導
王
ノ一弓
、

往
キ
テ
至
―
仏
所

、

頭
面
７著
し́ヶ
足

、

間

仏^
ノ
消
息
″。
『身
体
平
安
ャ
不
ャ
、
検
食
如
常
ャ
不
ャ
』
‥

問
け
仏
一一礼
寛
ス
、
自
ッ持
〓

若
ヵ
意
ブ
白
け
仏

三
百
べ。
『越
祇
国
ハ大
一一軽
「
易
ン王
ヮ
、
王
ハ欲
ッ
往
キ
テ
伐
弓
卜
之
フ
。
寧
ソ
能
ク
得
”
ャ
勝
フ
不
ャ
』
卜
」
。
公
受
一
王
ノ
教
フ
、

即
チ
厳
車
五
百
、
乗
騎
二
千
、
歩
人
三
千
、
往
キ
テ
到
”
王
舎
国
■

得
一
歩
径
ヮ
止
”車
ヮ
下
り
、
到
群
仏
所
二見
一仏
前
モ

頭
面
フ著

″
仏
足

ぢ

仏
与
レ′、机
ブ使
」
坐
て

「問
フ、
国
丞
相
、
従
刊
何
所

来
ク
レ
ピ
。
公
言
ク
、
「王
使
仏
臣
ヮ
ンテ
来
ｔ
。
稽
＝
首
ン仏
足
■

問

↑
仏
／
消
息
，
。
『身
体
平
安
ャ
不
ャ
、
冷
食
如
常
ャ
不
ャ
』
卜
」
。
仏
即
チ
問
フ、
「王
及
Ｌ
国
ノ
人
民
、
寧
ッ
安
和
ャ
不
ャ
、
穀
燿
平
賤
ャ
不

ご
。
公
言
ク
、
「得
，
仏
恩
フ
、
皆
自
ヮ安
和
ナ
リ
、
風
雨
時
節
、
国
中
豊
熟
ナ
リ
」
ｏ
仏
言
ク
、
「公
コ、
行
道
ノ
人
馬
、
皆
平
安
ャ
不
ャ
」
。

公
言
ク
、
「得
一
仏
恩
フ
、
行
道
皆
平
安
．フ
一′
無
」
他
」
。
公
白
け
仏
．≦
面
ク
、
「
王
与
卦
越
祇
国
・有
］
嫌
フ
コー

欲
ス
往
キ
テ
伐
‐‐
壊
セ
ント
之

フ。
於
仏
ノ
意
ハ何
如
。
可
」
ャ
得
」
勝
フ
不
ャ
」
。
仏
言
ク
、
「是
レ越
祇
国
ノ
人
民
、
持
）
七
法
フ
者
、
王
不
レ能
い
得
叫
コ
ト
勝
プ
。
不
」
（持

″
七
法
″者
可
」勝
ッ」
。
仏
言
ク
、
「
我
昔
嘗
テ
往
′到
，越
祇
国

Ъ

国
．．有
刊
急
疾
神
舎

、
我
止
，頓

一其
ノ中

落
越
祇
国
中
／諸
長
老
、

皆
来
リ
テ
語
噂
我

三
面
ク
、
『
阿
閣
世
王
、
欲
一
来
リ
テ
伐
“
ン
ト
我
ヵ
国
フ。
我
曹
謹
勅
≠
自
ラ
守
”
／国
フ
』
卜
」
。
仏
言
、
「我
即
チ
生
弓
諸

長
老

マ

『
莫
開
レ愁
フ
莫
［
レ
恐
ルｏ
若
曹
持
′
七
法
ッ、
阿
閣
世
王
来
ク
ル
ー
者
、
不
レ
能
レ′、勝
”
コト
汝

」

卜
」
。
雨
舎
問
”
仏
．、

「
七

法
者
何
等
ッ
」
。
時

一仏
坐

ン、
阿
難
従
］
後
扇
”
仏
ヲ
。
仏
告
ψ
阿
難
、

「汝
寧
ッ
聞
〕
ャ
越
祇
国
人
、
数
相
衆
会
く

講
＝
議
ン政
事
フ
、

修
メ
備
ヘテ自
ラ
守
七
卜
不
ャ
」
。
対
ヘテ
日
″
、
「聞
〕
其
レ数
相
衆
会

、́
講
‐
議
ン政
事
り
、
修
メ備
ヘテ
自
フ守
写
ご
。
仏
言
ク
「如
”
ハ是
く

-15-

制
引
倒
＝
引
「
劇
「
劇
日
「
刻
卜
郵
利
「
副
刑
「
「

「
‐
汝
聞
ィ
越
祇
国
、
奉
叫
法
フ
相
Ｌ
率
ヒ
、
無
取
無
願
．Ｊ
て

不
〓
敢
ヘテ
有
”

過
不
ャ
」
。
日
ク

「聞
″
其
レ
奉
畔
法
フ
相
ヒ
率
ヒ
、
無
取
無
願

り
て

不
■
敢
ヘ
テ
有
”
過
」
。
「汝
聞
ィ
越
祇
、
礼
化
謹
敬
く
男
女
有
］
別
、

釈
道
安
に
見
る
仏
教
と
戦
争

・
平
和
の
問
題



釈
道
安
に
見
る
仏
教
と
戦
争

。
平
和
の
問
題

長
幼
相
ヒ
事
了
ブ
不
ャ
」
。
日
ク
「聞
″
其
レ礼
化
謹
敬
く

男
女
有
］
別
、
長
幼
相
ヒ
事
了
ピ
。
「汝
聞
〕
ャ
越
祇
、
孝

於
父
母

、

遜
「

弟

，
テ
師
長

、

受
惇
ル
フ誡

。
教
誨
膨
不
ャ
」
。
日
ク
「聞
】
其
レ孝

・於
父
母

、

遜
＝
弟

，
テ
師
長
一ヽ

受
帖
ル
フ誡

・
教
誨
ど
。
「汝
聞

〕
ャ
越
祇
、
承
”
天
フ
則
劇
地

、

敬
「
畏
シ
社
稜
フ
、
奉
州
事
ス
ル
７
四
時
上二
不
ャ
」
。
日
ク
「聞
〕
耳
承
け
天
ブ
則
同
地

、

敬
＝
畏
シ社
稜
フ
、
奉

州
順
ス
ル
フ
四
時
ど
。
「汝
聞
】
ャ越
祇
、
尊
＝
奉
ン道
徳
フ、
国
二有
一
ハ沙
門

・
応
真
及
ヒ
方
二遠
ョリ
来
ル者
、

供
引
養
ス
ル
フ
衣
被

。
体
臥

。

医
薬
レ
不
ャ
」
。
日
ク

「聞
】
其
レ
尊
ｉｌ
奉
ン道
徳
ヮ
、
国
二有
”
ハ
沙
門

。
応
真
及
ヒ
方
二遠
ョリ
来
ル
者

、
供
引
養
ス
ルフ
衣
被

。
体
臥

。
医

一使

”
′
越

祁

持

］
坐
起
ァ礼
Ｌ
仏
二
而
去
ルｏ
ば

失
訳

『般
泥
恒
経
』
巻
上

時
二摩
場
王
阿
閣
世
、
与
卦
越
祇

不

相
ヒ
得
ｔ
。
衆
臣
議

／テ
言
ク
、
「越
祇
ハ自
ッ特
，
国
富
ミ
民
衆
ク
、
地
沃
ヮ
ヒ
野
豊
ヵ
ニ
チ
多
ク
出

考
珍
宝
ッ
、
不
レ首
１
伏
セ
我

‘

当
↓往
キ
テ攻
伐
ご
。
国
二賢
大
臣
ァ
リ
名
ゥ
日
フ
雨
舎
‐、、
梵
志
種
也
。
王
命
ス
「使

ンテ
行
キ
、
稽
＝
首
ン

仏
足
一三

敬
羊
問
′、消
息
フ
、
『興
居
ハ軽
．，
テ
強
キ
気
力
，
以
遊
歩
く

徳
化
ハ
日
ｉ‐
二
昇
リ
タ
リ
ニ

ト
。
言
フ
ベ
′

『
阿
閣
世
、
与
朴
越
祇

有
削
憾
ム
コー

衆
臣
之
議
、
欲
ヤ
往
キ
テ
攻
伐
ｔ
‥

願
ク
ハ聞
「
ム
衆
祐

」

卜
。
有
ｆ

す
以
教
′
ル
干
之
フ
」
。
大
臣
受
け
命
。
即
チ
厳
車

五
百
乗
、
騎
二
千
、
歩
人
三
千
、
行
チ
詣
，
鶴
山
一τ

到
一
小
道

口
て

下
］
車
フ
歩
ァ進
ム
ｏ
見
け
仏

．歓
喜
ス、
貌
色
恭
ぅ
辞
く

気

重
ク
揖
譲
シ
畢
リ
テ
長
脆

／テ
言
ク
、
「摩
場
王
阿
閣
世
、
稽
「
首
ン仏
足
．、

敬
テ
問
一卜
消
息
ヮ
、
『
興
居
ハ軽

，
テ
強
キ
気
カ
フ
以
遊
歩

／、

徳
化
ハ
日
コト
ニ昇
リ
ク
リ
エ

ト
」
。
仏
言
ク
「甚
夕
善
も

王
与
‐、国
人

及
ヒ
汝
皆
安
ャ
不
ャ
」
。
雨
舎
白
≦
［
ク
、
「王
与
■
越
祇

有
］
憾

ム
Ｔ
ｏ
衆
臣
之
議
、
以
隋
彼
ハ自
フ侍
ｔ
国
富
ミ
民
衆
ク
、
地
沃
フ
ヒ
野
豊
ヵ
二単
多
ク
出
‘
珍
宝
ッ
、
不
レ首
＝
伏
セ
我

Ъ

欲
〓
往
着
伐
レタ
ノト
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之
ヲ０
願
ク
ハ聞
４
４
へ仏
ノ
教
ご
。
仏
報
フ
大
臣
、

「昔
吾

一
時
曾
テ
遊
フ越
祇
．．正
躁
神
舎

亨
‥

見
世
其
／
国
人
フ
、
皆
多
ク
謹
勅

す
。
我
時
二為
は
説
‘
治
国
七
法
、
不
危
之
道
ヮ
。
其
レ能
ク
行
ス
レ者
、
日
．当
一
興
盛
ン未
れ
之
衰

也^
」
。
即
チ
叉
手
≠
言
ク
、
「願
ク
ハ

聞
１
４

へ七
法
ヮ
。
蓋
ン何
ヲ
カ施
行
セ
ンご
０
仏
言
ク
「諦
二聴
ヶ
」
。
対
、́テ
日
ク
「受
け
ム教
ヲ
」
ｏ
時

．賢
者
阿
難
、
住
写
後
二扇
”
仏
フ
。

仏
言
ψ
阿
難
ｉ

「
汝
寧
ン
ツ
不
¨
ャ
聞
】
越
祇
国
人
数
相
衆
会
く

講
「
論
シ
政
事
ッ、
修
メ
備
ベテ
自
ラ
守
レ
ン
ご
ｏ
対
ヘテ
日
ク
、
「
聞
】
其
レ

数
相
衆
会
く

講
「
論
シ
政
事
ヮ
、
修
メ
備
ヘテ自
ラ
守
レ
ン
ご
ｏ
仏
言
ク
「如
”
ハ是
く

彼
為
は
不
”
ブ衰
へ。
冽
間
「
Ｊ
襴
劃
倒
日
「
利
「

聞
ィ
越
祇
奉
写
法
フ相
ヒ
率
し
、
無
取
無
願

丁
て

不
，
フ敢
′、テ有
の
過
」
。
対
ヘテ
日
ク
、
「聞
ψ
其
レ奉
叫
法
ヲ
相
ヒ
率
ヒ
、
無
取
無
願

丁
て

不
■
敢
ヘテ有
”
過
」
。
「汝
聞
″
ャ
越
祇
礼
化
謹
敬
／、
男
女
有
］
別
、
長
幼
相
に
事
了
ご
。
対
ヘテ
曰
ク
、
「聞
″
其
レ
礼
化
謹
敬
く

男

女
有
］
別
、
長
幼
相
ヒ
事
了
ご
。
「汝
聞
】
ャ
越
祇
孝

一於
父
母

〓

遜
「
悌

リ
テ
師
長
．、

受
ψ
識
ル
フ
教
誨
ど
。
対
ベテ
日
ク
、
「聞
】
其
レ

孝

於
父
母
く

遜
―
悌
．ラ
テ
師
長

、

受
ψ
識
ル
フ教
誨
ｙ
。
「汝
聞
】
ャ越
祇
承
け
天
フ
則
劇
地

マ
敬
「
畏
ン鬼
神
ヮ
、
敬
引
順
ス
ル
フ
四
時
ど
。

対
、́テ
日
″、

「聞
レ
其
レ承
け
天
フ
則
］
地
．■

敬
「
畏
ン鬼
神
フ、
敬
州
順
ス
ル
フ
四
時
ど
。
「汝
聞
〕
ャ越
祇
尊
１
奉
ン道
徳
フ
、
国
一有
揉
沙
門

。

応
真
及
ヒ
四
方
ョリ
来
ル者

、
供
引
養
ス
ル
フ
衣

・
食

・
臥
床

・
疾
薬
ど
。
対
ヘテ
曰
ク
、
「聞
レ
其
レ
尊
「
奉
ン道
徳
フ
、
国
二有
“
（沙
門

・

応
真
及
ヒ
四
方
ョリ
来
ル者

、
供
州
養
ス
ル
フ
衣

。
食

・
臥
床

。
疾
薬
ど
。
仏
言
ク
、
「夫
レ有
啜
国
者
、
行
摯
ル
千
此
ノ
七
法
ヮ
、
難
」
可

叶
コ
ト
得
”危
キ
フ」
。
「
測
司
利
到
剛
「
引
側
「
硼
柵
川
州
国
引
引
、
尚
不
レ
可
写
攻
ム
ルｏ
何
二況
ャ
有
叫
ヲ
ャ
七
。
国
事
多
キ
ヵ
故

．当
Ｌ
込

ル、
請
”辞
フ」
。
仏
言
ク
、
「可
↓
置

知
，
是
ノ時
ご
。
即
チ
従
］
座
起
て

礼
Ｌ
仏
二而
去
ルＯ
問

い
ず
れ
も
、
国
が
危
機
に
遭
わ
な
い
七
法

ｍ
を
説
く
。

（１
）
政
治
を
会
議
す
る
。
（２
）
君
臣
和
す
。
（３
）
法
に
従

っ
て
破
ら
ず
、
ン」
れ
を
受
け
継
ぐ
。
（４
）
礼
と
教
化
を
謹
み
敬
い
、

釈
道
安
に
見
る
仏
教
と
戦
争
・
平
和
の
問
題
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釈
道
安
に
見
る
仏
教
と
戦
争

。
平
和
の
問
題

男
女

の
別
が
あ
り
、
長
幼
と
も
に
つ
か
え
る
。

（
５
）
父
母
に
孝
行
し
、
日
上
の
者
に
従

い
、
教
え
を
受
け
る
。

（
６
）
天
を

い
た

だ
き
地
に
則
り
、
社
稜
を
敬
い

（『
般
泥
恒
経
』
で
は

「鬼
神
に
敬
し
、
常
に
奉

っ
て
順
う
。
（
７
）
道
徳
を
尊
び
、
沙
門

・
阿
羅

漢
に
供
養
す
る
。

こ
れ
ら
を

一
つ
で
も
守

っ
て
い
る
国
を
攻
め
る
べ
き
で
は
な

い
と
説
く
。

ま
た
、
道
安
に
よ
る
荷
堅

へ
の
諫
言
に
先
立
ち
、
前
秦

の
重
臣
の
多
く
が
東
晋

へ
の
遠
征
に
反
対
し
た
こ
と
が

『
晋
書
』
に
記

さ
れ
る
。

『
晋
書
』
巻

一
一
四

「載
記

一
四

・
荷
堅

・
下
」

左
僕
射
権
翼
進
阜
曰
ク

「臣
、
以
テ
為
霊
日
未
耐
可
写
伐
ッ
。
夫
レ
以
テ
紺
ハ
之
レ
無
道
．丁
て

天
下
離
ロ
モ
心
、
八
百
諸
侯
不
Ｌ
謀
ラ
而

至
り
、
武
王
猶
ホ
曰
群
彼

一有
型
卜
人
焉
、
廻
Ｌ
師
ヲ
止
』
姉
フ
。
〓
一仁
誅
放
く

然
ル
後

．奮
テ
式
″
牧
野
■

今
晋
（道
雖
”
微
ヵ
卜
、
未
レ
聞

］
喪
”
卜
徳
ブ
、
君
臣
和
睦
‘
―
輩
上
円
子
ｔ
，

謝
安
、
桓
沖
、
江
表
ハ偉
才
．，
ζ

可
」
謂
霊
■
有
ρ
卜
人
焉
。
臣
聞
ク
師
ノ
克
ッ
（在
劇

利
「
＝
洲
Ｊ
「
利
引
列
＝
未
」
可
写
図
ル也
」
。
…

（中
略
）
…
太
子
左
衛
率
石
越
対
テ
曰
ク
「呉
人
侍
Ｌ
険
フ
偏
隅
．手
ｔ

不
レ
賓

′、

王
命

ぢ

陛
下
親

ンク
禦
一
六
師
ッ
、
間
”
罪
”
衡

。
越

Ъ

誠
．天
■
人
神
四
海
之
望

τ

但
人
可
歳
鎮
星
守
れ
円
牛
ゥ
。
福
徳
有
］
呉
．Ъ

懸
象
一丘
の
差
フ
コ、

弗
¨
可
写
犯
ス
也
。
且
晋
ノ
中
宗
（藩
二
十
ル
耳
モ
、
夷
夏
之
情
ァ
リ
て

鍼
共
二推
」
之
フ
、
遺
愛
猶
ホ
在
り
於
人

Ｉ

昌
明
ハ其
ノ
孫
也
。
国
二有
「
長
江
之
険
、

朝

天
無
ク
ト
モ昏

ス
弐
之
雰
ァ
リ
。
臣
、
愚
ナ
ル
モ
以
テ
為
」利
此
ン
カ
用
フ
修
』
徳
フ
。
未
レ宜
写
動

向
ス師
フ
。
孔
子
曰
ク

『遠
人
不
」
（服
．
、
修
‘
文
徳
ッ
以
テ
来
」
之
ヲ
』
０
願
ク
ハ保
」
境
フ
養
」
兵
フ
、
伺
っ
其
ノ
虚
隙
ご
。
…

（中
略
）

…
越
日
ク
「臣
聞
ク
、
紺
ハ為
・轟

道ヽ
ヮ
、
天
下
患
”之
フ
。
夫
差
ハ淫
虐
．，
貢

孫
暗
ハ昏
暴
十
り
、
衆
ハ叛
キ
親
ハ離
ル
、
所
以
敗
ル也
。

今
晋
ハ雖
一
無
徳
‐、、
未
」
有
亡
斯
′レ罪

。
深
ク
願
ハク
ハ属
」
兵
フ
積
Ｌ
粟
ヲ
以
テ
待
ｔ
天
ノ
時
ご
。
…

（中
略
）
…
融
曰
ク
「歳
鎮
在
刊
斗
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牛

、

呉
越
之
福
ナ
ル
父

不
”
可
ず
以
′伐
三

也
。
晋
華
孫
萌
千
チ
ー
由
ご
富
塞
■
ス
ー
木
二
「
青
た
機
Ｉ

一也
。
我
数
戦
し
、
兵

ハ疲
レ将
ハ倦
ミ

有
，
ハ憚

敵̈
フ
之
意

、
不
”
可
ζ
以
テ
伐
ご
一也
。
諸
／
一見
不
可
＋
者
、
策
之
上
也
、
願
ク
ハ陛
下
納
］
コ之
ヲ
」
。
ｍ

権
翼
は
周
の
武
王
の
故
事
印
を
取
り
上
げ
、
「東
晋
に
は
徳
が
失
わ
れ
て
お
ら
ず
君
臣
の
和
が
あ
り
、
す
ぐ
れ
た
人
物
が
い
る
。

和
が
あ
れ
ば
戦
い
に
勝

つ
囲
と
聞
く
が
、
晋
に
は
和
が
あ
る
」
と
し
て
、
遠
征
に
反
対
し
た
。
石
越
は
、
星
回
り
が
良
く
な
い
こ

と
、
東
晋
に
と

つ
て
長
江
は
要
害
の
地
で
あ
り
、
東
晋
の
初
代
皇
帝

。
元
帝

（廟
号
は
中
宗
）
は
今
も
人
望
が
あ
り
当
代
の
孝
武

帝

（字
は
昌
明
）
は
そ
の
孫
で
あ
る
こ
と
な
ど
を
挙
げ
、
孔
子
の
言
葉
囲
を
引
用
す
る
。
さ
ら
に
、
殷
の
紺
王
、
呉
王

。
夫
差
、

呉
の
皇
帝

・
孫
暗
は
暴
君
働
な
の
で
、
民
衆
や
親
族
が
離
れ
て
敗
れ
た
が
、
東
晋
は
そ
れ
ら
と
異
な
る
と
主
張
。
荷
融
は
、
星
回

り
が
良
く
な
い
こ
と
、
東
晋
の
皇
帝
は
す
ぐ
れ
て
お
り
臣
下
が
そ
の
命
に
従

っ
て
い
る
こ
と
、
前
秦
は
戦
い
が
重
な
り
将
兵
が
疲

弊
し
て
い
る
と
い
う
三
点
を
挙
げ
、
東
晋
を
伐

つ
べ
き
は
で
な
い
と
訴
え
た
。

こ
れ
ら
の
主
張
の
う
ち
、
「和
が
あ
る
国
を
伐

つ
べ
き
で
は
な
い
」
と
い
う
点
は
、
『仏
般
泥
恒
経
工
般
泥
恒
経
』
の
説
と
通
じ
る
。

前
述
の
通
り
、
道
安
は
重
臣
の
要
請
を
受
け
、
荷
堅
を
説
得
し
よ
う
と
し
た
。
し
か
し
道
安
は
、
荷
堅
に
諫
言
す
る
際
に

『仏
般

泥
恒
経
』
『般
泥
恒
経
』
を
取
り
上
げ
て
い
な
い
。

釈
道
安
に
見
る
仏
教
と
戦
争

。
平
和
の
問
題
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釈
道
安

に
見
る
仏
教
と
戦
争

・
平
和

の
問
題

結

道
安
が
荷
堅
の
東
晋
遠
征
を
止
め
よ
う
と
し
た
際
、
根
拠
と
な
る
仏
典
な
ど
が
当
時
存
在
し
た
が
そ
れ
を
取
り
上
げ
ず

（少
な

く
と
も
明
示
せ
ず
）
、
古
代
の
帝
王
の
故
事
な
ど
を
論
拠
と
す
る
。
さ
ら
に
、
コ
日
書
』
に
お
け
る
道
安
の
言
葉
に
は
儒
教
の
影
響

が
強
く
表
れ
て
い
る
の
。
７
日
書
』
は
、
荷
堅

（字
は
永
固
）
が
儒
教

の
理
念
に
則

っ
て
政
務
に
勤
め
た
ｍ
と
記
し
、
そ
の
統
治

を
高
く
評
価
す
る
。

『晋
書
』
巻

一
一
五

「載
記

一
五

・
荷
不
荷
登
」

史
臣
曰
ク
。
‥

（中
略
）
…
永
固
ハ雅
量

ラ
テ
塊
ン姿
十
り
ｏ
…

（中
略
）
…
遵
ｔ
明
王
之
徳
教

マ

聞
一
先
聖
之
儒
風
フ
、
撫
１
育
ン

黎
元
ヮ
、
憂
「
勤
ス庶
政
ξ

王
猛
ハ以
，宏
材
１
フ緯
，
軍
国
ヮ
、
荷
融
ハ
以
，認
戚
１
ヲ賛
″
経
綸
フ
、
権
辞
ハ以
一一諒
直
１
フ進
”
規
護
ヮ
、

鄭

・
張
ハ
以
一
忠
勇
１
フ
恢
ユ
威
略
ッ
。
俊
賢
ノ
効
足
り
、
杞
梓
呈
」
才
フ
。
文
武
兼
テ
施

／、
徳

・
刑
具
二挙
ク
ルＯ
乃
チ
平
け
燕
フ
定
」
蜀

ヮ
、
檎
レ′、代
ヲ
呑
」
涼
ブ
、
跨
ピ

一分
之
ニ
マ

居
ヤ
ル
九
州
之
七

‘

選
荒
一一慕
」
義
フ
、
幽
険

一宅
の
心
プ
。
因
け
止
」
ル
ニ馬
フ
而
献
”
歌
フ
、

托
「
棲
ス
ル
フ
鸞
フ
以
テ
成
」
頌
ヲ
。
因
揉
以
け
功
フ
作
↓
キ
ニ曇
ノ
烈
一ヽ

豊
直
二
化
／テ
沿
琳
サ
羊
当
年

τ
雖
一
五
胡
之
盛
朴
、
莫
一
之
二
比
１

ハ

也
。
ビ

道
安
の
目
的
は
、
荷
堅
に
よ
る
東
晋
遠
征
を
止
め
る
こ
と
で
あ

っ
た
。
そ
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
は
、
仏
教
で
は
な
く
古

代
の
帝
王
の
故
事
や
儒
教
を
説
く
方
が
有
効
で
あ
る
と
、
道
安
が
判
断
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
「君
臣
の
和
が
あ
る
国
を
攻
め
る
べ
き
で
は
な
い
」
と
い
う
主
張
は
、
道
安
に
先
立

っ
て
前
秦
の
重
臣
が
行

っ
て
い
る
。
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し
か
し
、
荷
堅
は
考
え
を
変
え
な
か

っ
た
。
そ
の
た
め
道
安
は
、
経
典
に

「君
臣
の
和
が
あ
る
国
を
攻
め
る
べ
き
で
は
な
い
」
と

説
か
れ
る
こ
と
を
知

っ
て
い
た
が
、
そ
れ
を
援
用
し
な
か

つ
た
と
推
定
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
道
安
は
、
「仏
教
僧
で
あ
る
か
ら
仏
教
と
し
て
の
見
解
を
打
ち
出
す
」
こ
と
よ
り
も
、
「何
が
目
的
の
達
成
に
寄

与
す
る
か
」
を
優
先
し
て
い
た
と
見
て
よ
い
。

と
こ
ろ
で
、
荷
堅
は
道
安
に
対
し

「如
来
の
言
の
ご
と
き
は
則
ち
帝
王
、
方
を
省
る
の
文
無
き
か
」
と
語

っ
て
い
る
ｍ
。
荷
堅

は
儒
教
の
理
論
に
よ

つ
て
東
晋
遠
征
を
正
当
化
し
た
が
、
正
当
化
の
根
拠
を
仏
教
に
も
求
め
て
い
た
可
能
性
を
指
摘
で
き
る
。

註

劃
剛
引
列
引

「
―
測
綱
引
創
側
到

（
―
劃
引
剣
劇
回
『
刊
ヨ

・́…―
コ
引
調
馴
引
明
「
銅
「
副
∃
潤
劉
創
馴
倒
劉
州
馴
ｑ
南
征

の
意
向
を
諫
め
る
が
、

尭
舜
以
来

の
歴
史
的
見
地
か
ら
説
く
淡
淡
と
し
た
そ
の
口
調
に
は
、
ひ
と
り
仏
教
徒
と
し
て
よ
り
も
、
よ
り
社
会
人
よ
り
知
識
人

あ
る
い
は
常
識
人
と
し
て
の
彼
の

一
面
を
見
る
か
の
ご
と
く
で
あ
る
」
と
述
べ
る
。
任
継
愈

『定
本
中
国
仏
教
史
Ⅱ
』
（柏
書
房
、

平
成
六
年
）

一
九
七
頁
は
、
「
こ
の
諫
言
が
依
拠
す
る
道
理
は
仏
教

の
教
義
で
は
な
く
、
伝
統
的
な
儒
家

の
考
え
方
で
あ
る
」
と

き
冒
つ
。

に
大
正
五
五
上

〇
八
下
～

一
〇
九
上

。
大
正
五
〇
喜
一五
三
上
～
中

Ｈ
中
華
書
局

『
晋
書
』
第
九
冊
二
九

一
三
～
二
九

一
四
頁

６
『
史
記
』
巻

一

「五
帝
本
紀
」

釈
道
安
に
見
る
仏
教
と
戦
争

。
平
和

の
問
題
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釈
道
安
に
見
る
仏
教
と
戦
争
・
平
和
の
問
題

舜
年
二
十

リ
テ
以
け孝
ヮ
聞
ェ、
年
二
十

丁
テ
尭
挙
”
之
フ
、
年
五
十
一，
テ
摂
１
行
シ
天
子
ノ
事
ッ
、
年
五
十
八
．，
テ
尭
崩
く

年
六
十

一
二

単
代
噂
尭
二践
（帝
位
ヮ、
践
ユ
コ
ト
帝
位
ご
一十
九
年
、
南
二巡
狩
く

崩
，
於
蒼
梧
之
野

ち

葬
刊
於
江
南
／
九
疑
兵

是
フ
為
摯零
陵
朴
。

（中
華
書
局

『史
記
』
第

一
冊
四
四
頁
）

『史
記
』
巻
二

「夏
本
紀
」

十
年
、
帝
高
東

．巡
狩
く

至
―
於
会
稽
二
而
崩
ス。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（中
華
書
局

『史
記
』
第

一
冊
八
三
頁
）

『史
記
』
巻
六

「秦
始
皇
本
紀
」

三
十
七
年
十
月
癸
丑
、
始
皇
出
済
ス。
‥

（中
略
）
…
還
リ
テ
過
け
呉
ヲ
、
従
刊
江
乗

渡
ルｏ
並
一海
上

、

北
子
至
”娘
邪

τ

‐
・
（中

略
）
…
遂
二並
Ｌ
海
二西
ス。
至
り
平
原
津
二而
病
ム
ｏ　
‥

（中
略
）
…
七
月
丙
寅
、
始
皇
崩
ス
於
沙
丘
ノ
平
台
■

（中
華
書
局

『史
記
』
第

一
冊
二
六
〇
～
二
六
四
頁
）

。
徳
を
も

っ
て
す
れ
ば
従
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
思
想
は
、
以
下
の
文
献
に
見
ら
れ
る
。

『論
語
』
「季
氏
」

遠
人
不
”
ハ服
十
、
則
千
脩
導
文
徳
フ
以
丁来
」之
フ
。
既
二来
”
セ
ハ之
ラ
、
則
チ
安
”
ス之
ヮ
。

（中
華
書
局

『十
三
経
注
疏

（下
と

一一五
二
〇
頁
）

『春
秋
左
氏
伝
』
「信
公
七
年
」

管
仲
言
一
於
斉
侯
二
日
ク
。
「臣
聞
”
之
ヮ
。
招
て

ハ格
ル
ル
フ
以
マ
礼
フ
、
懐
”
ル
貢
遠
フ
以
け
ス徳
フ
。
徳
礼
不
」
（易
（、
缶
つ
卜
人
ト
ンテ
不
げ
ハ

懐
ヵ
」
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（中
華
書
局

『十
三
経
注
疏

（下
と
　
一
七
九
八
頁
）
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げ
『詩
経
』
「大
雅

。
生
民
之
什

・
民
労
」

民
亦
労
止
　
　
　
泡
可

小
康

　

一　
民
亦
労
せ
り

ｉ

　
ｌ

一

無
レ
縦

一詭
随
　
　
以
謹

猛
小良

　

一　
詭
随
れ
に

ご
す
る
こ
と
無
く

式
過
寇
虐

　

　

僣
不
レ
畏
レ
明
　
一　
鵡
て
過
め
よ
寇
虐

の

柔
レ遠
能
レ
迩
　
　
以
定

・我
王

　

一　
」遼
き
を
柔
ん
じ
迩
き
を
能
ん
じ

（中
華
書
局

『
十
三
経
注
疏

（上
こ

五
四
八
頁
。
訓
読
は
石
川
忠
久
著

・

一
八
二
頁
に
よ
る
）

侶
任
前
掲
書
二

一
七
頁
は
、
こ
れ
が

『書
経
』
「泰
誓
」
に
よ
る
と
指
摘
す
る
。

『書
経
』
「周
書

・
泰
誓
上
」

天
佑
″
下
民
ヮ
、
作
↓
之
ヵ
君
＋
、
作
一
之
ヵ
師
朴
。
惟
レ其
レ克
ク
相
″
上
帝
フ
、
寵
「
緩
ス
四
方
ッ。
有
叫
モ罪
無
け
モ
罪
、
予
局
ソ
敢
チ有
マ
越

核
―
厭
ノ士営
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（中
華
書
局

『十
三
経
注
疏

（上
運
　
一
八
〇
頁
）

。
任
前
掲
書
二

一
七
頁
は
、
こ
れ
が

『書
経
』
「泰
誓
」
及
び

「多
士
」
に
よ
る
と
指
摘
す
る
。

『書
経
』
「周
書

・
泰
誓
下
」

奉
喜
予

一
人
フ
、
恭
１
行
セ
コ
天
罰
，
。

『
書
経
』
「周
書

。
多
士
」

我
乃
チ
明

一致
，
天
罰
ッ
。

釈
道
安
に
見
る
仏
教
と
戦
争

。
平
和
の
問
題

泡

は
く
は
小
康
す
べ
し

以
て
四
方
を
綾
ん
ぜ
よ

以
て
無
良
を
謹
ま
し
め
よ

僣
ち
明
を
畏
れ
ざ
る
を

以
て
我
が
王
を
定
ん
ぜ
よ

明
治
書
院

『
新
釈
漢
文
大
系
第

一
一
巻

詩
経

（下
こ

（中
華
書
局

『十
三
経
注
疏

（上
と
　
一
八
二
頁
）

（中
華
書
局

『十
三
経
注
疏

（上
と

一
〓
一〇
頁
）
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釈
道
安
に
見
る
仏
教
と
戦
争

。
平
和
の
問
題

⑩

『
呂
氏
春
秋
』
巻

二
〇

「召
類
」

尭
（戦
一
於
丹
水
之
浦

、

以
′服
ス
南
蛮
フ
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（中
華
書
局

『
諸
子
集
成
』
第
六
冊
二
六
二
頁
）

ｍ

『
礼
記
』
「
王
制
」

天
引
コ
劃
「
ヨ

タ‐引
翔
「
１

歳
二
月
、
東
．一巡
守
く

至
れ
千
岱
宗
■

柴
羊
而
望
＝
祀
シ
山
川
ッ
、
勤
れ
諸
侯
フ
。
問
一
百
年
ノ
者
ヮ
就

テ
見
叫
之
フ
。
命
ｔ
大
師

一陳
い
詩
ブ
、
以
テ
観
”
民
風
ヮ。
命
Ｌ
市
二納
」
買
フ
、
以
テ
観
，
民
之
所
フ
好
悪
１
。
志
淫
ス
レ
ハ好
ミ
辟
卜
十
七

命
〓
典
礼

、

考
（時
月
フ
定
い
日
フ
、
同
ｔ

チ
律

・
礼

。
楽

。
制
度

・
衣
服
ヮ
、
正
」
之
フ
。
山
川
ノ
神
祇
、
有
”
ハ不
叫
挙
ヶ
者

為
↓

不
敬
‐、、
不
敬
′
者
ハ
君
削
ル
ニ
以
け
ス
地
フ
。
碁不
廟
二有
”
ハ不
叫順
ハ者

為
↓
不
孝
朴
、
不
孝
／者
ハ
君
細
ク
ル
ニ
以
け
ス爵
フ
。
変
鮮
礼
ヮ
易
い
ル

楽
フ者
ハ為
↓
不
従
朴
、
不
従
ノ者
ハ君
流
ス。
革
ユ
ル制
度

。
衣
服
″者
ハ為
」畔
卜
、
畔
ノ者
ハ君
討
ッ。
有
，功
「
徳
於
民
二者
ハ、
加
レ′、地
ヮ

進
』
律
フ
。
五
月
、
南
二巡
守

／、
至
，
千
南
嶽
ξ

如
↓東
ノ
巡
守
之
礼
″。
八
月
、
西
二巡
守
く

至
，
千
西
嶽
．も

如
ル南
巡
守
之
礼

フ
。
十
有

一
月
、
北
二巡
守

ン、
至
れ
千
北
嶽
．も

如
ル
西
巡
守
之
礼
″。
帰
テ
仮
■
千
祖
禰
．マ

用
”
特
，
。

（中
華
書
局

『十
三
経
注
疏

（上
と
　
一
〓
〓
一七
～

一
三
二
八
頁
）

こ
れ
と
同
様
の
内
容
が

『書
経
』
「虞
書

。
舜
典
」
（中
華
書
局

『十
三
経
注
疏

（上
と
　
一
一
一七
～

一
二
八
頁
）
に
あ
る
。

Ш
任
前
掲
書

一
九
七
頁

田
大
正
五
〇
豊
一八
三
下

国
大
正
五
〇
喜
一八
五
上
～
中

間
大
正
五
五
上
ハ
下
～
七
上

ｍ
宇
井
伯
寿

「般
泥
恒
経
二
巻
の
訳
者
は
支
謙
か
」
翁
訳
経
史
研
究
』
、
岩
波
書
店
、
昭
和
四
六
年
）
は
、
現
存
の
失
訳

『般
泥
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涯
経
』
が
支
謙
訳
で
あ
る
と
見
る
。
岩
松
浅
夫

「涅
槃
経
小
本
の
翻
訳
者
」
翁
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
二
五
―

一
、
昭
和
五

一
年
）

は
、
白
法
祖
訳

『仏
般
泥
涯
経
』
を
支
謙
訳
と
捉
え
る
。

ば
大
正

一
二

六
〇
中
～
下

い
大
正

一
二

七
六
上
～
中

山
『仏
般
泥
恒
経
』
『般
泥
恒
経
』
の
こ
の
箇
所
に
は
儒
教
的
改
変
が
見
ら
れ
る
と
い
う

（中
村
元

『仏
典
講
座
１
　
阿
含
経

倉
３

遊
行
経

（上
と
、
大
蔵
出
版
、
昭
和
五
九
年
、
九

一
～
九
九
頁
）
。

い
中
華
書
局

『晋
書
』
第
九
冊
二
九

一
二
～
二
九

一
三
頁

閉
『論
語
』
「微
子
」

微
子
去
］
之
フ
、
箕
子
為
刊
之
ヵ
奴
‐、、
比
干
諫
メ
テ
而
死
ス。
孔
子
日
ク
、
殷
二有
響
一仁

焉
。

（中
華
書
局

『十
三
経
注
疏

（下
こ

一
一五
二
八
頁
）

『史
記
』
巻
四

「周
本
紀
」

是
ノ時
、
諸
侯
不
鮮
期
セ
而
会
１
盟
津
〓者
八
百
諸
侯
十
り
ｏ
諸
侯
皆
日
ク
「紺
可
け
伐
ッ臭
」
。
武
王
曰
ク
「女
未
レ知
ラ
天
命
フ、
未
」

可
十
ラ
也
」
。
乃
チ
還
Ｌ
師
フ
帰
ル。
居
ル
コ二
一年
、
聞
】
紺
ノ
昏
乱
暴
虐

滋

甚
く

殺
・ル王
子
比
干
ブ
、
囚
、́箕
子
ヮ
、
太
師
疵
卜
少
師

彊
ハ抱
―
其
ノ楽
器
フ
而
韓
場
卜
周

ち

於
」
是

一武
王
偏
ク
生
号
諸
侯
二
日
ク
「殷

一有
刊
重
罪

、
不
」
可
”
以
′不
一
畢

ク
伐
ご
。
乃
チ
遵
北

文
王
マ

遂
二率
■
戎
車
三
百
乗
、
虎
貢
三
千
人
、
甲
士
四
萬
五
千
人
フ
、
以
テ
東
ン伐
”
紺
プ
。
十

一
年
十
二
月
戊
午
、
師

畢

ク

渡
「
盟
津
″、
諸
侯
成
十
〈ム
スＯ
曰
ク
「撃
撃
ト
ン
雄
錫
レ怠
ル
コご
。
武
王
乃
チ
作
り
太
誓
フ
、
告
ψ
於
衆
庶
．二
今
殷
王
紺
乃
チ
用
一其
ノ
婦

人
之
言
ヮ
、
自
ッ絶
，
千
天
フ
、
毀
＝
壊

ン其
ノ
〓
一正
夕
、
離
‐―
邊
ル
其
ノ
王
父
母
弟
フ、
乃
チ
断
＝
棄

′其
ノ
先
祖
之
楽
フ
、
乃
チ
為
↓
淫
声
フ
、

釈
道
安
に
見
る
仏
教
と
戦
争

。
平
和

の
問
題
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釈
道
安
に
見
る
仏
教
と
戦
争

。
平
和
の
問
題

用
テ
変
＝
乱
ン正
声
ヮ
、
恰
＝
説
ス
婦
人
ヮ
。
故

バ
「
予
発
、
維
共
二行
（
ン
天
罰
フ
。
勉
メ
ヨ哉
夫
子
、
不
レ
可
τ
再
に
、
不
レ
可
τ
三
タ
ヒ
」
。

（中
華
書
局

『
史
記
』
第

一
冊

一
二
〇
～

一
三
二
頁
）

囲

「師
克
在
和
」

の
語
は

『春
秋
左
氏
伝
』
に
見
え
る
。

『春
秋
左
氏
伝
』

「桓
公
十

一
年
」

十

一
年
、
春
。
斉

・
衛

・
鄭

・
宋
、
盟
″
千
悪
曹
■

楚
ノ
屈
瑕
将
」
盟
―
卜
弐

。
杉
電

郎
人
軍
，
於
蒲
騒
ｉ

将
】
与
‥・卜
随

・
絞

・

州

。
蓼

伐
憎
ン
ト
楚
ノ
師
レ
。
莫
赦
患
”
之
ヲ
ｏ
円
廉

曰
ク
、
「
郎
人
軍
ヤ
其
ノ
郊
ξ

必
ス
不
レ
誡
ヮ
。
且
ッ
日
二
虞
ι

四
邑
之
至
―
也
。

君
次
喜
於
郊
罫
」
以
テ
禦
″
四
口弓

。
我
以
一
鋭
師
，
宵

．加
一
ン
於
郎

τ
郎

一有
群
虞
ル
心

而
侍
〓
其
ノ
城
ヮ
、
莫
」
有
■
卜
円
志

。
若

ン

敗
ｉ
郎
′
師
ブ
、
四
邑
必
ス
離
レ
ン
」
ｏ
莫
敷
日
ク
、
「蓋
叫
請
（済
け
ン
干
ブ
師
フ
於
王
ご
。
対
テ
曰
ク
、
「師
ノ
克
ッ
ハ在
日
和

■

不
け
ナ
リ
在
”
衆

菫
。
商
（
周
之
不
叫
敵
セ
、
君
之
所
レ
聞
″
也
。
成
軍
以
′出
ッ
、
又
何
ッ
済
サ
ン
焉
」
。
莫
放
日
ク
、
「ト
レ′、之
フ
」
。
対
テ
日
ク
、
「ト
ト
ハ
以
テ

決
』
ル
ー
疑
フ
、
不
」
（疑
ハ何
ッ
ト
フ
ャ
」
。
遂
二敗
世
郎
師
フ
於
蒲
騒

、

卒

一盟
に
テ
而
還
～
。

（中
華
書
局

『十
三
経
注
疏

（下
こ
　
一
七
五
五
頁
）

囲
『論
語
』
「季
氏
」
（註
６
参
照

）

ｍ
『史
記
』
巻
八
七

「列
伝
二
七

・
李
斯
列
伝
」

趙
高
案
「
治
ス李
斯
フ
。
李
斯
拘
執
東
縛
セ
ラ
ｋ

居
，
日
固
中

、

仰
け
天
フ
而
嘆
≠
日
ク
「嵯
乎
、
悲
夫
。
不
道
之
君
、
何
ッ
可
一
為

レ
ー
而
不
レ
免
れ
於
死
ヮ
、
身
死
羊
而
所
レ
忠
ス
ル
者
非
也
。
今
吾
ヵ
智

ハ
不
レ
及
■
一子
一ヽ

而
二
世
之
無
道
ハ
過
，
於
架
、
紺
、
夫
差

ｉ。
吾
以
け
忠
ヲ
死
ス
、
宜

単
臭
。
且
ッ
一
一世
之
治
豊
不
叫
乱
レ
哉
」
。
　
　
　
　
　
　
（中
華
書
局

『史
記
』
第

二
冊
二
五
六
〇
頁
）
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『
三
国
志
』
巻
四
八

「呉
書
三
」

評
日
ク
‥

（中
略
）
…
暗
之
淫
刑
所
レ・．
ンテ濫
ス
ル
、
隕
斃
シ
流
瓢
ス
ル者
、
蓋
ン不
レ
可
考
勝
数
一。
是
フ
以
テ
群
下
／
人
人
喘
恐
く

皆

日
日
以
テ
糞
フ
モ、
朝

ス
不
レ謀
時
タ
フ
。
其
ノ
焚
惑
、
巫
祝
、
　

交

致
ッ
祥
瑞
フ
、
以
為
至
急
十
り
ｏ
昔
舜
、
高
弟
ラ
稼
へ、
至
聖
之

徳
卜
十
生
、
猶
ホ
或
ハ矢
１
誓
シ衆
臣
一ヽ

「予
違
ハ
ハ女
弼
ヶ
コ」
‐、、
或
ハ拝
〓
昌
言
フ、
常
二
「若
二不
レ
及
ハ」
卜
～
。
況
ンヤ
暗
ハ凶
頑

リ

テ
、
卑
１
行
ン残
暴
夕
、
忠
諫
ノ
者
フ
誅
く

読
訣
′
者
フ
進
メ
、
虐
″
用
テ
其
民
フ、
窮
］
淫
フ
極
」
修
ブ
、
宜
↓
腰
首
分
離
く

以
テ
謝
一
百
姓

二ｏ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（中
華
書
局

で
二
国
志
』
第
五
冊

一
一
七
八
頁
）

い
『出
三
蔵
記
集
』
『高
僧
伝
』
に
も
と
づ
け
ば
南
部
前
掲
論
文
の
よ
う
な
評
価
に
、
ア
日
書
』
を
基
準
と
す
れ
ば
任
前
掲
書
の
よ

う
な
見
解
と
な
る

（註
１
参
照

）。
な
お
、
吉
川
忠
夫
・船
山
徹
訳

『高
僧
伝

（
二
Ｌ

（岩
波
書
店
、
平
成
二

一
年
）

一
三

一
頁
は
、

『高
僧
伝
』
に
お
け
る
道
安
の
言
葉
に

『書
経
』
の

一
節
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。

い
谷
川
道
雄

『隋
唐
帝
国
形
成
史
論
』
（筑
摩
書
房
、
昭
和
四
六
年
）

一
〇
五
頁
は
荷
堅
の
理
念
に
つ
い
て
、
「そ
の
政
治
理
念
は

中
国
古
来
の
政
治
道
徳
に
則

っ
た
も
の
で
あ
り
、
か
れ
が
儒
学
振
興
に
異
常
な
熱
意
を
示
し
た
こ
と
と
密
接
な

つ
な
が
り
が
あ

る
。
」
と
述
べ
る
。

た
だ
し
、
荷
堅
は
仏
教
を
軽
視
し
て
い
た
の
で
は
な
い
。
荷
堅
は
道
安
を
崇
敬
す
る
だ
け
で
な
く
、
亀
姦
国
に
い
た
鳩
摩
羅
什

を
迎
え
よ
う
と
し
て
お
り

（『出
三
蔵
記
集
』
巻

一
四

「鳩
摩
羅
什
伝
」
、
大
正
五
五
上

○
○
下
。
『高
僧
伝
』
巻
二

「鳩
摩
羅
什
」
、

大
正
五
〇
豊
百
三

中
。
翌
日
書
』
巻
九
五

「列
伝
六
五

。
芸
術
伝

。
鳩
摩
羅
什
」
、
中
華
書
局

『
晋
書
』
第
八
冊
二
五
〇
〇
頁
）
、

さ
ら
に
朝
鮮
半
島
の
高
句
麗

へ
僧

。
順
道
を
派
遣
し
て
仏
教
を
伝
え
て
い
る

（コ
一国
遺
事
』
巻
三
、
大
正
四
九
・九
八
六
上
）
。

ば
中
華
書
局

『晋
書
』
第
九
冊
二
九
五
五
～
二
九
五
六
頁

釈
道
安
に
見
る
仏
教
と
戦
争
・
平
和
の
問
題
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釈
道
安
に
見
る
仏
教
と
戦
争

。
平
和
の
問
題

圏

『
出

三
蔵
記
集
』
巻

一
五

（註
２
参
照
）
、
『
高
僧
伝
』
巻

五

で
は
な
く

「公

の
言
」
と
な

っ
て
い
る

（註

４
参
照
）
。

（註
３
参
照
）
。
な
お
、
翌
日
書
』

の
該
当
箇
所
で
は

「如
来

の
言
」
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